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実験 5 では，中級学習者と上級学習者を対象として，分散呈示事態における文処理が 2










め，0 文介在条件，1 文介在条件，3 文介在条件，5 文介在条件，8 文介在条件を設定し，
これらの条件間で記憶成績を比較した。1 文介在条件から順次，8 文介在条件まで，1 回目
の呈示文に関連する情報が WM から減衰する確率が高まるため，それに伴って記憶成績も
高くなると予測した。 
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